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　この度，2025年 9月より本誌「内科」の編集委員を拝命した．伝統ある本誌の発展
に寄与できる機会をいただき，身の引き締まる思いである．本稿では自己紹介を兼ね，
編集委員をお引き受けするに至った経緯と，その根底にある信念の一端を述べたい.
　私は名古屋大学を卒業後，東京で初期研修を開始した．当時，同級生の 9割以上が
大学の関連病院へ進むなか，その選択は完全な「外れ者」であった．多くの同僚が選ぶ
安定した道を外れたのは，「人と同じレールに乗りたくない」「常にハングリー精神を
もち続けたい」「『先生』とよばれる者は決してあぐらをかいてはいけない」という譲
れない信念があったからだ．中部圏において名古屋大学出身の医師という肩書は，時
に過剰な敬意を集める．その環境に甘んじることが，自身の成長を妨げるのではない
かという強い危機感があった．上京直後は「明大に医学部はないでしょう？」といっ
た言葉も浴びたが，その一つひとつが私の未熟さを自覚させ，闘争本能を掻き立てる
ありがたい鞭となった．
　上京から 15年以上の歳月が流れた．この間，「やるかやらないか迷ったらやる」「上
京しなければ得られない経験と出会いを大切にする」という行動指針を貫き，臨床，
研究，課外活動と興味の赴くままに挑戦を重ねてきた．今回の編集委員就任もその延
長線上にある．わが国の内科学を牽引されてきた先生方が名を連ねるなか，その末席
に加わることに大きな畏縮の念を抱いたのも事実である．しかし，これも挑戦を続け
てきたからこそ巡ってきた「ご褒美」であり，新たな機会と捉え，謹んでお引き受けし
た．今後は編集委員の一人として，日本の内科診療の発展，そして何より読者の先生
方の日々の診療に真に役立つ企画をお届けできるよう，尽力する所存である．
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